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PART-1 

繰 り 返 し 塑 性 ひ ず み を 受 ける

鋼 材 の 構 成 則 の モ デ ル 化

（繰り返し塑性モデルの提案）

PART-2 

提案モデルに導入された

材料特性を評価するため の

基本測定方法の提案

PART-3 

提 案 モ デ ル に よ る 銅 材 の

引張圧縮履歴応カーひずみ

関係の推定とその妥当性の検証

堵緑昼＼’避浪さ肛企 H-の内（呆へ

註斗

迄印もとミ釦記零¼1~ 令言j1 ふ

↓ 
③ (X3,Y3,Et3) 

① 
(xi.y1.Et1) 

L3=0 

y
 PART-4 

提案モデルによる鋼はりの・
履歴曲げモーメントー曲率関係

の推定とその妥当性の検証

ー 構 造 部 材 へ の 応用として一

② (X2,y2,Et2) 

49 

ぃ科，定•力，拷揉1茶数が
遠形幸鼻内で•租形変 ft.
13もQt f反定一．
↓ 

提宴芍‘.｀は急りされ訊的—ふ1｀み肉併-..
足圭疇冷舒這！酌lて． H-中如知計其。

50 
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詔祈ふt来
Moment(kN-m) Curvature (1/m) 

Mesh-A I Mesh-B Mesh-C 

9.8 0.00571 0.00571 I 0.00571 
19.6 0.0114 0.0114 I 0.0114 
29.4 0.0171 0.0171 I 0.0171 
39.2 0.0228 0.0228 : 0.0228 
41.2 0.0240 0.0240 I 0.0240 
43.1 0.0251 0.0251 I, 0.0251 
45.1 0.0263 0;0263 I 0.0263 
47.0 0.0280 0.0278 I 0.0277 
49.0 0.0321 0,0321 I 0.0321 
50.0 0.0384 0.0381 I 0.0381 
51.0 0.0504 0.0500 I 0.0500 
51.9 0.0846 0.0839 I 0.0837 
52.9 0.219 I 0.218 I 0.217 
53-9 0.428 ・1 0・423 I 0.422 
54.9 '0.644 I 0.637 I 0.636 
55.9 0.860 1 0.853 :。.852

N node 104 228 403 

N elem 124 328 648 

CPU(sec) 24.7 48.7 85 ~2 

N step 166 167 167 

epu/N step (sec) 0.149 0.292 0.510 

N--~- is number of nodes. node ， 
is number of e・lementlJ. N elem 

N step is number of calculation steps. 

Computations were carried out on HITAC M682H. 
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PART  - 4 ま と め ¥. f 
元喝

(1)提 案 モ デ ル の 第 2 の適用例として、鋼

はり断面の履歴曲げモーメントー曲率

関 係 を 推 定 し た 。

(2)推定方法は、接線剛性法を修 正 し て 、
これに提案モデルを単軸状態で導入し

たものである。

を

げ

率

体

材

ル

り

な

案

る

ア
な
と
提
い

略、、

鋼

曲

曲

験

素

モ
か
係
は
用

簡

型
番
一
試
た

H
交

卜

、

い

ら

の

と

関

に

を

延

、

ン

は

用

か

ら

果

率

め

ル

圧

し

メ

性

を

較

0

結
曲
た
デ

、
成
一
特
片
。
比

0
測
一
う
モ

め

作

モ

料

験

た

の

紅

実

卜

行

な

た

を

げ

材

試

め

果

ル

、

ン

を

密

る
体
曲
。
型
求
結
デ
は
メ
定
，
精

ベ

験

の

た

小

ら

定

モ

に

一

推

な

調

試

り

し

た

か

推

ア

合

モ

い

う

5

を

り

は

定

し

果

と

二

場

げ

良

よ

る

度

は

る

測

成

結

果

リ

た

曲

度

の

あ

精

て

け

を

作

の

結

ィ

い

る

精

ル

が

定

い

受

係

ら

験

測

バ

用

な

、

デ

要

推

用

を

関

か

試

実

な

を

異

り

モ

必

｀
ー

、

｀
—

↓

3

4

 

＇

~
し

r

_
~
し

65 66 



士
口，希 仝印

二

11n
(3)鋼材の履 歴 引張圧縮応 カーひ ずみ関係

を 提案モデルを用いて推定した。

(2)提案モデルは以下のような特徴を持つ

⑬材 料 特 性 が 、

決定できる。

簡 単 な 基 本 的 な 測定から

返
み
、
果

り
ず
て
結

繰
ひ
し
測

が
の
対
実

み
度
に
、

ず
程
方
が
。

ひ
0
両
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た
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ー
の
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れ

度
び
合
る
さ

呈
ょ
場
き
認
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る
で
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推
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果
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比
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そ
さ
が
精
と

(1)既 存 の 多 曲 面 塑 性 モ デ ルを改良して、

繰 り 返 し 塑 性 モ デ ル を 提案した。

怠状 態変数として累積相当塑性ひずみ
の有効量を定義している。

(4)鋼 H 型断面はりの履歴曲げモーメント

ー曲率関係を提案モデルを用いて推定
した。

＠非硬化ひずみ領域と顕著なひず み 硬 化

を 有 す る 材 料 に 適 用 で き る よ う 配 慮 さ

れ て い る 。
その結果、接線剛性法を修正して用い
て、応カーひずみ 関係を 提案モデル に
よって表現するこ とによ って、精度 良
い推定ができるこ とが、 載荷試験の 結
果との比較から示された。
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